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よって誘発されることがよく知られている D 誘発された原形質流動は葉の表面に垂直な 4 面(葉の長軸に沿う 2 面:
srDE WALL と葉の短軸に沿う 2 面: END WALL) の細胞壁に沿っておこり，この流動は周囲型と呼ばれている。
サイトカラシン B (C B) によって，この流動は阻害されるo 又，細胞質が流動する方向に一致してマイクロフィラ




プとして Masuda らが予測しているような安定化のための特定の部位が存在するかを検討した。そのために CB を
用いてMF束がどのように壊され，またどの部位で残るかを観察した。 srDE WALL (S W) では 100μg /rnl の








いる)と RGD と同等の機能，免疫性を有すとされている RYDを含むへクサペプチド (ARYDEI)を用いてMF
束に対する影響を調べた。 5 -15mM RGD，或いは RYDで24時間処理したとき，原形質流動のパターンが著しく







より安定化されており， この安定化機構には細胞壁中の RYD もしくは RGD配列をその分子内にもった蛋白質(多














Wall ;要旨参照)でより安定化を受けていること，細胞壁中の蛋白質 (RGD或いは RYD モチーフを持つ)が細
胞膜貫通蛋白質(未同定)を介してMF束を安定して敷設することに働いていること，更に抗RYDペプチド抗体を
用いて，これと特異的に交差反応をする 54kD 蛋白質を見いだした口これらの結果はMF束の安定化機構の全面的な
理解に大きく貢献するものである。一方に，細胞外基質としての細胞壁一細胞膜ー細胞骨格から成る複合体が植物に
も存在し，機能していることを明確に示したと云える o よって本論文は博士(理学)の学位論文として充分に価値あ
るものと認める口
??
